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～高校生世代の自己肯定感向上と自己実現を支援～

高校生世代の居場所づくりに向けた取組
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高校生世代の実態を把握して必要な支援策を検討するため、

「港区高校生世代実態調査」 と 「港区高校生世代との意見交換会」 を実施

調査対象 港区在住の高校生世代とその保護者(高校生世代 ４,８５３人、保護者 ４,５１３人)

●学校や家庭に居場所が無く、悩み事等を誰にも相談しない高校生世代がいる

●居場所や相談者の有無は、高校生世代の自己肯定感や孤独感と相関がある

●積極的に人と交流しながら活動できる居場所と、人との交流を伴わず一人で
過ごせる居場所など、多様な居場所のニーズがある

調査期間 令和５年３月13日（月曜）～４月４日（火曜）

調査方法 調査票を郵送配布、 郵送またはインターネットで回収

実 施 日 令和5年１２月14日（木曜）・16日（土曜）

参 加 者 高校生世代 9名

港区高校生世代実態調査

高校生世代と区の意見交換会

調査と意見交換会から見えてきたこと

意見交換会の様子
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高校生世代の居場所づくりを具体的に検討するため、

港区高校生世代の居場所づくりに関する検討委員会 を設置

委員構成は約半数が高校生世代！当事者の意見を最大限に反映

委 員 構 成 高校生世代(６名程度)、学識経験者（１名）、実務経験者（２名）、
区内高等学校（１名）、地域関係団体（２名） 、港区（１名）

検 討 期 間 令和6年5月～令和7年3月

令和6年5月 検討委員会キックオフ

6～８月 全体ビジョン検討

９～１２月 具体的な居場所の検討

令和7年1月 情報収集と発信

3月 検討結果まとめ

（１３名）

スケジュール
子ども中高生プラザの

利用者等にもヒアリングし、
高校生世代の声を広く
取り入れていきます


